
市立枚方宿鍵屋資料館指定候補者選定結果について 

 

市立枚方宿鍵屋資料館指定候補者の選定について、市立枚方宿鍵屋資料館指定管理者選定委員会に諮り、慎重な調査・審議を経て、下記の

とおり指定候補者を選定しました。 

今回選定した指定候補者については、指定候補者を指定管理者とする議案を市議会12月定例月議会に提出する予定です。なお、指定期間は

令和7年4月1日から5年間で、枚方市と締結する協定に基づき当該施設の管理運営を行います。 

 

記 

 

１．市立枚方宿鍵屋資料館指定管理者選定委員会（委員名は五十音順） 

会 長 明石 成司   弁護士  

副会長 中川 恵子   税理士  

委 員 井上 ひろ美  文化遺産プランニング 代表 

委 員 川畑 薫    八幡市立松花堂庭園・美術館 主任学芸員  

委 員 高田 照世   帝塚山大学 文学部 教授 

 

２．指定候補者となる団体 

所 在 地  枚方市堤町10番27号 

団体の名称  特定非営利活動法人 枚方文化観光協会  

理事長 橘内 孝 

 

３．指定管理期間 

令和 7 年 4 月 1 日から令和 12年 3 月 31 日（5 年間） 

 

４．選定の概要について 

市立枚方宿鍵屋資料館の指定候補者を選定するため、「市立枚方宿鍵屋資料館指定管理者選定委員会」に諮問しました。 

募集要項等について、同選定委員会の意見を踏まえた上で、内容を確定し、令和 6 年 7 月 10 日から 8 月 8 日までの間、公募を行いました。

申請団体は１団体でした。 



  【選定委員会での審査概要】 

同選定委員会で、申請団体から提出された事業計画書が募集要項に掲げた条件を満たしているかについて審査が行われ、要求事項を満たし

ていることが確認されました。 

その後、事業計画書に記載されている各提案内容について、申請団体のプレゼンテーションを実施し、提案内容等に対する申請団体への質

疑を行った後、選定基準の要求事項の項目ごとに評価を行い、指定管理料の額と合わせて総合評価を行いました。 

（評価方法） 

評価については、事業計画に関する内容審査と指定管理料の額をそれぞれ点数化し、それらを合算する総合評価方式で行いました。内容審 

査は70点満点、指定管理料の額は30点満点とし、これらの合計100点満点で評価を行いました。 

  （選定委員会での主な意見と結果） 

申請団体は、開館当初から継続して本施設の管理運営を担っており、現状を熟知していることに加え、独自に構築されてきたネットワーク 

を生かした運営実績もあり、本施設の歴史的意義や重要性に触れつつ、実績に裏打ちされた堅実な提案がなされていることから、信頼性が認 

められ、継続的かつ安定的に運営するものと評価できる。 

本施設を利用した展示・イベント・講座については、郷土食のごんぼ汁を添えた食事体験の企画など施設の特性を踏まえたものや、これま 

での経験を生かした専門性を持つものなど充実した内容となっており、さまざまな来館者を想定し、開かれた公共施設としての役割を果たし

ていけるものと期待できる。 

枚方及び鍵屋の地域的・歴史的特徴を発信する拠点として、鍵屋資料館を維持管理のみならず地域の発展に繋げようとする意識、さらには 

枚方宿地区の地域的・歴史的重要性を若い世代にまで伝え、郷土に誇りを持ってもらえるような取り組みを行おうとする意欲も評価できる。 

以上の内容から、指定候補者として選定する旨の答申が提出されました。 

 

上記、選定委員会の答申に基づき、同年10月15日に指定候補者を選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．選定の経過 

令和6年6月10日 市立枚方宿鍵屋資料館指定管理者選定委員会への諮問 

 第 1 回指定管理者選定委員会開催 

 

管理運営状況、募集要項、基本仕様書の確認、 

指定管理者選定基準及び 

プレゼンテーション実施方法について審議 

令和6年9月3日 第 2 回指定管理者選定委員会開催 

  申請状況等の報告 

  事業計画書の提案内容についてのプレゼンテーション実施 

  指定候補者についての審議 

  市立枚方宿鍵屋資料館指定管理者選定委員会からの答申 

令和6年10月15日 指定候補者の選定 

 

６．実施時期等 

   令和6年12月  定例月議会へ市立枚方宿鍵屋資料館指定管理者の指定議案提出 

   令和7年 4月  次期指定管理者による管理運営の開始 

 

７．参考（指定管理料の額） 

年  度 提案指定管理料の額 

令和７年度 30,500千円 

令和８年度 30,500千円 

令和９年度 30,200千円 

令和 10 年度 30,200千円 

令和 11 年度 30,300千円 

合 計 151,700千円 

 


